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物  質  名 ブロモクロロメタン ＤＢ－40 

別  名 クロロブロモメタン 
メチレンクロロブロミド 

構 造 式 
 

CAS番号 74-97-5 
PRTR番号 － 
化審法番号 2-58 
分子式 CH2BrCl 分子量 129.38 
沸点 68℃ 1) 融点 －87.9℃ 1) 
蒸気圧 143 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 5.29 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.41（実測値）3) 水溶性 1.67×104 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 4,300 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 5,000 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 12,030 mg/m3（7hr）5)  
 ラット 吸入 LCL0 53,000 mg/m3（15 min）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラット、ウサギ、イヌに 0、5,290 mg/m3を 14週間（7時間/日、5日/週）吸入させた結果、全
動物種の 5,290 mg/m3群で死亡はなく、体重への影響もなかった。5,290 mg/m3群のイヌ、ウ

サギで血液、イヌで肝臓、腎臓の機能を検査した結果、いずれも影響はなかった。14週間後
の剖検で全動物種の脳、血液中の無機質及び揮発性の臭素濃度を測定した結果、5,290 mg/m3

群の脳では 20.9～61.5 mg/100g（無機質）、0.35～0.82 mg/100g（揮発性）、血液では 161.2～
359.2 mg/100g（無機質）、5.23～9.12 mg/100g（揮発性）であった 6) 。 

・2月齢もしくは 3～7月齢のマウスに 5,290 mg/m3を、それぞれ休止期間を含む 5ヵ月間で計
64回または 4ヵ月間で計 49回（3～7時間/日、5日/週）吸入させた結果、ばく露期間中に多
数が死亡し、計 21/145匹が試験終了時まで生存した。ばく露期間中に死亡したマウスで、肝
臓、腎臓の軽微な脂肪変性、肝細胞の凝固性や核崩壊のみられる壊死、尿細管の広範囲な壊

死がみられた 7) 。 
・ラット、イヌに 0、2,720、5,340 mg/m3を 6ヵ月間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、ラ
ットでは 2720 mg/m3以上の群で体重増加の有意な抑制を認め、イヌでも体重増加の抑制がみ

られたが、両種ともばく露に関連した組織の変性や臓器重量の変化はみられなかった。また、

両種の 2,720 mg/m3以上の群で、ばく露後から用量に依存して血清中の臭素（無機質）の濃度

が上昇して約 20日後に平衡状態に達し、有意差を認めた 8) 。この結果から、LOAELは 2,720 
mg/m3（ばく露状況で補正：486 mg/m3）であった。 

・雌雄のラット、モルモット、ウサギ、雌マウスに 0、2,650、5,300 mg/m3を 114日間（7時間/
日、5日/週）吸入させた結果、ラットでは 2,650mg/m3以上の群で肝臓相対重量の増加、5,300 
mg/m3群で腎臓相対重量の増加、モルモットでは 2,650 mg/m3以上の群で体重増加の抑制、肝

臓相対重量の増加、5,300 mg/m3群で腎臓重量の増加、マウスでは 2,650 mg/m3以上の群で体

重増加の抑制、肝臓及び腎臓相対重量の増加に有意差を認め、ラットの 2,650 mg/m3以上の群

で胆管上皮の増殖、門脈の線維増多、肝細胞の空胞化等、モルモットの 5,300 mg/m3群で好中

球数の増加、ウサギの 5,300 mg/m3群で肝臓及び腎臓相対重量のわずかな増加もみられた。ま
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た、雌ラットに 0、1,960 mg/m3を 195日間（7時間/日、5日/週）吸入させた結果、1,960 mg/m3

群で肝臓相対重量の有意な増加を認めた 9) 。これらの結果から、ラットの LOAEL は 1,960 
mg/m3（ばく露状況で補正：408 mg/m3）、マウス、モルモットの LOAEL及びウサギの NOAEL
は 2,650 mg/m3（ばく露状況で補正：552 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼に入ると発赤、皮膚に付くと皮膚の乾燥、発赤、経口摂取や吸入するとめまい、頭痛、吐

き気、嗜眠、意識喪失を生じる。吸入では、肺水腫を起こすことがある。中枢神経系、血液

に影響を与え、機能障害、一酸化炭素ヘモグロビン血症を生じることがある。意識低下を生

じることがある。反復または長期のばく露により、肺が冒されることがある。腎臓と肝臓に

影響を与え、機能障害を生じることがある。皮膚への接触では、皮膚炎を引き起こすことが

ある 10) 。 
・本物質を消火剤として使用中に、本物質の蒸気や噴霧された液体に短時間ばく露した消防隊

員 3 人の事例では、ばく露後に重度の頭痛、吐き気、胃の灼熱感、嘔吐などが起こり、上気
道の粘膜や結膜の充血がみられた。消火地点の傍でばく露した 2人（21才）では、見当識障
害、意識喪失、全身性の攣縮などがみられ、うち 1人は無呼吸状態となったが、治療の結果、
回復し、肝臓の生検、胸部 X線撮影、その他の検査で異常はなく、14日で退院した。しかし
ながら、うち 1 人では、ばく露後 4週間でも食欲不振、嗜眠、体重の減少がみられ、ばく露
後 8 週間で体重は回復したが、活動後に疲れやすさがみられた。消火地点から少し離れて機
器の操作中にばく露した隊員（34才）では見当識障害や意識喪失はなく、1日で退院したが、
ばく露後 3ヵ月でも毎日頭痛が起きた。鎮痛薬による治療で症状は消失した 11) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 12) TLV-TWA 200 ppm (1,060mg/m3)  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られたLOAEL 1,960 mg/m3（肝臓

相対重量の増加）を採用し、ばく露状況で補正して 408 mg/m3とし、LOAELであるため 10で
除し、試験期間が短いことから 10で除した 4.1 mg/m3を暫定無毒性量等に設定する。 
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